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1 は じ め に

岩手県では、広大な草資源を生かした低コストな牛肉生

産をめざし放牧育成が行われてぃるが,しかし黒毛和種の
子牛の増体は舎飼いと比べ劣 り,市場評価が低いため放牧
が進まないのが現状である。

これを解決するには,離乳時体重に影響の大きい 1日 当
たりの増体を高めることである。それは母乳からの養分摂

取量の不足する1～ 2か月に濃厚飼料を上手に切替え給与
してやることであり,こ れにより約08り/徊 の望ましい増
体が期待できる

2)。

しかし,以上のことには,冬期間の管理形態 も影響する
と考え,個飼い (ベ ン)と群飼い (ル ースバーン)方式で
春産子 (放牧育成 )及び秋産子 (舎飼育成 )を飼育し,そ
の発育について比較検討した。

2試 験 方 法

(1)試験期間,供試牛
1983年 1～ lo月 (春産子 ),母子16組 (子牛雄 7頭 ,雌
9頭 )。 85年 10月～86年 4月 (秋産子 ),母子12組 (子牛
雄 7頭,雌 5頭 )。 すべて岩手県畜試外山分場産黒毛和種
である。

(2)試験区分 .飼養管理

試験区分は表 1に示したとおりである。

母牛の飼料給与量は,88年については,ベ ン区 :日本飼
養標準の 100%以上、ルースパーン区 :乾草,サイレージ
自由採食,濃厚飼料 15～ 2″。ただし舎飼期間中は子牛の
濃厚飼料は両区とも無給与である。85年については,母牛
は前年と同じ飼料給与。子牛はベン区 :子牛の給餌施設を

作り濃厚飼料給与,ル ースバーン区 :パ ドックの中に 1か

表 1 試験区分

区  分 頭数(紛
子牛
(D
平均年次
C) 舎飼期間

放

期

春

子

ベ ン区 7 55± 22 '83年 1～ 5月 6～ 10月
ル ー ス
パ ーン区

9 62± 16

秋

子

ベ ン区 6
63
93 42± 24 ■5年 10月

～'864月ソレ ー ス
ノ` ―ン区

6 42± 32

所別飼施設を作り濃厚飼料給与。子牛 1頭当たり給与量は

各 1″ である。

(3)測定項目

体重は 2週間おきに,体高は 4週間おきに測定した。ま
たベン区の採食量は 1か月間毎日測定した。更に両区の子
牛の 1日 当たりの行動歩数を前膝上部にサポータで固定 し
た万歩計で測定 した。

3 結果及 び考察

(1)母牛の体重推移

分娩前後の体重の推移は図 1に示したように,分娩前は
83,85年 ともベン区の方がやや大きかった。しかし分娩前
後の体重の減少量は83年ベン区 460り ,ルースパーン区487
り。85年ベン区 399り ,ルースバーン区 392″で両区とも
同程度であった。また分娩後の体重推移は,ほぼ横ばいの
傾向を示した。

図 1 母牛の体重推移

ベン区の母牛の採食量を表 2に示した。

日本飼養標準の維持プラス 6確 泌乳分を 100%と した
TDN充足率は,すべての個体で loo%を 越えており 83年
144%,85年 109%であった。またルースバーン区は,サ
イレージ,乾草は自由採食,濃厚飼料 15～ 2切給与で,先
に述べたように分娩後の体重推移は横ばいであったことか

ら,要求量をはぼ満たしていたと思われる。
(2)子牛の発育

生時から7か月齢までの体重推移を図 2, 3に示 した。
春子は生後から2か月齢までの短い舎飼い試験期間であ
ったが,ベン区がルースバーン区を約 8り上回った。両区
はその後放牧育成し, 7か月齢離乳時補正体重で,ベ ン区
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図 2 春産子体重推移

月   齢 の

図 3 秋産子体重推移

が約20″ルースバーン区を上回った (P<005)。
秋子は管理法の差がはっきり現れ,生後 2, 3か 月齢で

両区に差が見え始めた。このことは子牛の養分摂取が母乳

から濃厚飼料に切り替わる時期に,ベ ン区が濃厚飼料の採

表 2 ペン舎飼期の栄養摂取量 0,) 食競合がなく,そ の機会もルースパ ーン区に比べ多かっ
たためと考えられる。また 7か月齢離乳時補正体重は約33

リペン区が上回った (Pく 005)。

次に表3に離乳時の体高も示したが,通年舎飼いと比較
して,体重ほど大きな差は無かった。これは正常発育の範

囲にあるものは,骨格の発育は体重などと比べ栄養環境要

因の影響を受けにくいとされている報告と一致した
1)。

表 3 性補正した子牛の体重,体高

注そ各型〕〕:く m.、 b及びヽd間はPく C¨
対照区の体高は,登録協会の平均値。

表 4 運動量の差 (子牛の万歩計歩数 )

(3)子牛の運動量

運動量を 1日当たりの歩数で表わしたのが表 4である。
ペン区はルースバーン区に比べわずか 7%の歩数であっ
た。 1歩の歩幅を30"とするとペン区 270π ,ル ースパー
ン区 3,800■ であり,これを水平歩行に要するエネルギー

04'caしれ,πで換算すると4),それぞれ132 3ca1/り
,

1,862 caレ毎 となる。子牛の体重を 100り とすると,それ
ぞれ13Kcal,186Kcalと なり,同体重のエネルギー要求量
に対する比率はめ,それぞれ09%,127%となる。これら
はルースバーン区の運動量がエネルギー消費量に影響し,

それが両区の体重差に現われたと考えられた。
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生時体重  210日 齢補正体重  同体 高

7340± 38 1988± 189B,a1055± 213
9330± 521789± 110B,b1027± 246
6368± 41 2008± 259 A ■10
6286± 722106± 286 c 1073± 405
6281± 47 1779± 130 d 1048± 337
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